
差別のない明るい　社会を目指して

　同和問題の早期解決を目指し、集中して啓発活動を行
う月間として、佐賀県では8月を同和問題啓発強調月間
と位置づけています。多久市では、同和問題講演会や同
和問題啓発パネル展、市報、行政放送等、あらゆる機会
を通じて啓発活動を行っています。

平成29年度　多久市同和問題啓発ポスター 平成29年度　多久市同和問題講演会

多久市では、同和問題の解決のため、さまざまな啓発活動を行っています。ぜひご参加ください。

　同和問題（部落差別）が、現在もなお深刻な問題とし
て、存在していることを国が認めたもので、その問題解決
が重要であることから法律が成立・施行されました。差別
や人権侵害の例としては、インターネット上での差別書き
込みや同和地区の暴露、「全国部落調査」復刻版の出版事
件等です。

Q なぜ、この法
律ができたので

すか

　国や地方公共団体に同和問題に関する相談体制を充実させ
るだけでなく、同和問題の解消に向けた教育・啓発活動を行
うことが義務づけられています。また、地方公共団体には、
国が行う実態調査に協力するように明記されています。

Q どのような法
律ですか

　多久市は、平成21年３月に策定した「多久市人権教育・
啓発基本方針」に基づき啓発活動を行っています。新たな
法律の制定等もふまえ、時代の変化に対応した基本方針へ
の見直しを平成29年度と平成30年度で行い、法律が求める
相談体制の充実や教育・啓発活動を行っていきます。

Q 多久市では今
後どのようなこ

とを行うのです
か

▶問い合わせ　人権・同和対策課　（中央公民館内）　☎75－4824

8月は佐賀県同和問 題啓発強調月間です
「同和問題啓発強調月間」とは？

　自分の能力や人柄とは関係なく、生まれた場所やそこ
に住んでいるというだけで、結婚を反対されたり、就職
できなかったり、日常生活をおくる上で差別を受けると
いう、日本固有の深刻な人権問題です。

「同和問題」とは？

平成28年12月16日

「部落差別の解消の推進に関する　法律」（部落差別解消推進法）施行

そっとしていても同和問題は自然にはなくなりま
せんし、差別はいつどのような形で現れるか分か
りません。そのとき、予断や偏見にまどわされ
て、誤った判断をしてしまい、知らないうちに人
を傷つけることがあるかもしれません。
まずは、同和問題について知り、正しい理解と認
識を持つことが大切です。

同和問題啓発強調月間（８月）の主な取組み

◯同和問題啓発街頭キャンペーン
 （８月１日／市内３店舗前…㈱フードウェイ多久店、ユアー新鮮館、㈲久我商店）

   （８月13日／あいぱれっと）
◯市報による同和問題の啓発  （８月号／全戸配布）
◯同和問題啓発ポスターによる啓発 （８月～／全行政区の公民館や公共施設　その他）
◯多久市同和問題講演会  （８月25日／中央公民館大ホール）
　※関連イベント「山本作兵衛翁炭坑記録画特別展（複製画）」（８月10日～９月10日多久市郷土資料館）
◯同和問題啓発パネル展  （８月２日～７日　市役所市民ホール）
◯横断幕とのぼり旗による啓発 （８月中　各町公民館、市役所周辺）
◯マグネットシートによる啓発 （８月中　市役所庁用車、ふれあいバス）
◯行政放送による啓発  （８月中）

出前講座・企業研修 DVD無料貸し出し
市では、人権・同和問題の出前講座を行っていま
す。地区の会合や老人クラブの定例会、PTAの集
まり、家庭教育学級、サークル活動などの活動の
場に、参加者の人数を問わず、希望の場所に出向
き話をします。企業で人権・同和問題の研修をさ
れるときにも講師を派遣します。講師料は無料で
す。ご活用ください。

市には、人権・同和問題に関するDVDが
あります。希望するDVDがない場合は、
県などから借りることもできますので、
問い合わせください。
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